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研究成果の概要（和文）： 

本研究においては、ソーシャル・キャピタルの構造的側面を把握する新たな手法を検討する
と同時に、その手法により構築されたデータの解析を実施し、さらにその結果を踏まえ、当該
研究課題の今後の展開に関する検討を行った。具体的には Respondent-Driven Sampling と呼ば
れる手法を、当該集団におけるネットワーク把握に応用し、ソーシャル・キャピタルの構造的
側面の把握を試みた。またデータ構築に際しては、いわゆるディバイスを用いてより効率的か
つ効果的な対象把握とデータ構築に関する検討を試みた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research has tried to find and establish the new way of capturing social capital in 

terms of its structural aspect. Respondent-Driven Sampling was the new way of grasping 

the structural aspect of social capital in this study and date sets have been established 

based on this way. Data was quite reasonable for the cost and time efficiency.  
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１．研究開始当初の背景 

「ソーシャル・キャピタルと健康の関連性
の探求」という研究課題は、すでに十年以上
にわたり学術的な議論が展開されてきてお
り、日本において実証的な検証がなされてい
る。だがその一方で、こうした研究に対して
は、そのソーシャル・キャピタルの把握にお

いて、それが主として既存の調査データの二
次的な解析によるものであることから、指標
の妥当性、回答の真偽性などの批判がみられ
る。そうしたなかでソーシャル・キャピタル
の構造的側面（ネットワーク特性）から、健
康との関係性を探究することへの関心が高
まっており、この構造的な側面からソーシャ
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ル・キャピタルを把握することは、ソーシャ
ル・キャピタルが健康に影響を及ぼすメカニ
ズム解明につながるものであると考えられ
る。 

また当該課題に関しては、これまでいわゆ
る個人レベルのネットワーク特性を一定量
集めることにより、それらネットワーク特性
と健康の関係を統計的に検討するという試
みは確かに行われてきている。だがしかし、
こうした個人レベルにおいてネットワーク
特性を把握した形での指標化は、ある種ソー
シャル・キャピタルの持つ集合的ネットワー
ク性の特質を消失せしめており、いわゆる
「繋がりの」多寡と健康の関連性を検証する
という、これまでソーシャル・サポート研究
などでなされてきた研究の域を出るもので
あるとは言えない。 

本研究は、こうした個人レベルにおけるネ
ットワーク特性とは異なる形でのソーシャ
ル・キャピタルの構造的特性を把握すること
により、これらの研究とは抜本的に異なるも
のである。つまり当該個人がある種埋め込ま
れているネットワーク構造が当該個人の健
康に影響を及ぼすことを明確化するために
は、当該個人が位置づけられている、そのネ
ットワーク自体の把握が欠かせないという
観点から本研究は行われるものである。 

さらにこうした集合的なネットワーク構
造の把握に関しては、コストおよび個人情報
などの課題が存在し、通常の調査方法では、
定量的な解析を可能とするような集合的な
ネットワークに関するデータ構築が難しい
といえる。そこで本研究においては、新たな
データ構築手法を用いる必要性が叫ばれて
いる中で、そうしたデータ構築手法の確立を
目指すものである。 

 

 

２．研究の目的 

本研究課題は、これまでの「ソーシャル・
キャピタルと健康の関係性」を探究する研究
が直面している課題に対して、ソーシャル・
ネットワーク論を応用し健康との関連メカ
ニズムにまで迫ることが可能かどうかを検
証する点にある。こうしたソーシャル・ネッ
トワーク論に基づく方法論の展開は、たんに
両者間の関係性を提示するということを超
えて、ソーシャル・キャピタルがなぜ、そし
てどのように健康に影響を及ぼしうるのか
という経路／メカニズムの探究可能性に道
を開くものであり、さらにこうしたソーシャ
ル・キャピタルという社会的要因の健康への
影響を探究することを通して、従来、医学系
領域を中心として個人を対象に展開されて
きた健康政策の視点に、社会的「関係性」と
いう社会的要因の視点を実証的に示すこと
ができるということで、今後の健康や医療と

いった政策領域における新たな介入の可能
性を示すことができるという意味において
新規性を指摘することができる。 

そこで本研究においては、これまでの大規
模調査における二次データの解析による認
知的な側面からのアプローチに加え、ソーシ
ャル・ネットワーク論に基づいた「構造的観
点を加味したソーシャル・キャピタルと健康
との関係性を明らかにするための方法論と
その試行的検証」を行うことを通して、ソー
シャル・キャピタルの構造的側面の把握を通
して、ソーシャル・キャピタルが健康に影響
を与えるメカニズム解明のための方法論的
基盤構築を目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

 本研究においては、ソーシャル・キャピタ
ルの構造的な側面の把握に際して、
Respondent-Driven Sampling（RDS）と呼
ばれる手法の検討を行うとともに、それによ
るデータ構築を試みた。RDS におけるデータ
構築の基本的な流れは、まず、第一番目の調
査対象者（SEED）に対して、調査者らによ
りアプローチすることから開始される。この
SEED は、いわゆる特定の調査のテーマにお
いては、通常の方法では把握しにくいような
対象群内に位置する者であり、調査者側が何
らかのかたちでアプローチしうる者が選ば
れることとなる。こうした SEED を起点とし
て調査をスタートさせ、SEED により次の調
査対象者がリクルートされ、さらにこの調査
対象者が次の調査対象者を段階的にリクル
ートすることとなる 。こうしたリクルート
の段階が一定の段階に達すると、理論的には
第一番目の調査対象者が恣意的に選ばれた
ものであったとしても、一定の均衡点が見出
せ、SEED に影響されないサンプルを得るこ
とができる。この得られたサンプルから直接
母集団を推計するのは、非常に困難であるた
め、一度想定母集団内におけるある種のネッ
トワークを推定し、そこから母集団を推計す
る方法が示されている。その際、このネット
ワークを推定するためには、紹介者と被紹介
者の関係性および個々の調査対象者の想定
される母集団内における関係者数の情報が
求められる。 

 こうした RDS の基本的なプロセスを踏ま
え、本研究においては、その簡便性とプロセ
ス管理の操作性を踏まえて、RDS データの構
築に際して Web を用いて実施した。従来の
RDS における困難の一つには，RDS による
データ構築プロセスの進行状況の管理が非
常に難しいものである点がある。たとえばデ
ータ構築プロセスにおいては、先にも記した
通り、二種類のインセンティブが組込まれて
いるため、これらのインセンティブとしての



調査対象者らに実際に支払うこととなる報
酬とその管理が必要となる。そこで問題とな
るのが、調査対象者の総数を、調査実施者ら
が事前に想定しているサンプル数内に留め
るように紹介作業をコントロールする点で
ある。こうした作業に関しては、手作業で
個々の紹介プロセスと調査対象者らを管理
するという方法も考えられるが、そのための
時間と労力は膨大なものとなると考えられ
る。 

その一方で、Web システムを用いた RDS

においては，調査実施者らがデータ構築プロ
セスを、リアルタイムで把握することが比較
的容易であり、その進行管理が容易となると
同時に、WebRDS においては、従来の手法よ
りも数倍以上、高速にサンプリングを行うこ
とができる。また WebRDS においては調査
対象者らへの負担が、通常の RDS と比べて
軽く、またプライバシーという点からも、通
常の RDS よりも容易に調査に参加すること
が可能になると考えられる。 

さらに WebRDS の実施に際しては、その
ための Web システムが必要であるが、その
運用に関しては少人数で実施することがで
きるといえる。ただし、こうした WebRDS

の課題としては、特定の情報端末などを通し
ての参加になるため、いわゆる「なりすまし」
などがなされた場合、その本人確認が非常に
難しいことが挙げられる。 

 本試行は小学校区内を対象に一回、この小
学校区よりもより広範囲な地域を対象に二
回の計三回の試行を行った。また条件に関し
ても一回目を基準に、二回目においては、
SEED が本試行の内容に関して一定の理解
を持ち、かつ本試行の調査者らと事前の接触
がある者を SEED として選定した。また三回
目においては、インセンティブの高低がデー
タ構築プロセスにどのように影響を与える
かを検証するために、先に実施した二つの試
行における三倍の謝礼を設定し実施した。 

まず一回目の小学校区内を対象とした試
行においては、その小学校区内の被調査者ら
が見ることのできる Web 上の掲示板サイト
で、本調査への参加希望者を募集し、この募
集掲示を見た者の中で、本調査への参加を希
望した者らに、上記の掲示板サイトから調査
内容の説明が記載されているサイトへとリ
ンクを経由して移動してもらい、調査に際し
て必要となる情報の登録を求めた。この入力
作業が完了すると、自動的に WebRDS シス
テム上に登録がなされ、調査者らが入力情報
の間違いや漏れを確認した後、この登録を行
った調査対象者らに対して調査内容の回答
先が付与された URL が記載されたメールが
送信されることとなる。 

 実際の試行プロセスにおいては、上記の調
査参加希望者の中から、時間的に早く登録し

た者を優先的にまず SEED として選定を行
い、本調査の対象者として基本情報登録フォ
ームに Web から入力を行なった。入力が完
了するとシステム上に情報が自動登録され，
その旨を自動的に SEED である当該の調査
対象者に送信した。調査者らは、この SEED

の登録者情報を確認し、本試行への参加条件
が満たされていることを確認後、調査内容の
URL を付与したメールを送信した。 

このように、データ構築において最初の起
点となる SEED に調査内容への回答を行っ
てもらうと同時に、この SEED には、本調査
への参加しうる可能性が高い者の紹介、つま
り当該対象者のリクルートを求めた。具体的
には、二名の調査対象候補者の名前とメール
アドレスを回答してもらい、この調査対象候
補者二名に対して、本 WebRDS システムか
らメールを直接送信した。メールを受け取っ
た調査対象候補者が、本試行に参加すること
が可能な場合は、調査内容に回答を行なって
もらうこととなる。このように SEED から紹
介され、かつ本調査に実際に参加した調査対
象者らは、二段目（以下 Wave2）の調査対象
者として位置づけられる。こうした一連の流
れの中で、調査対象者らは、調査に対して実
際に回答を行ったことに対する謝礼と、紹介
した調査対象候補者らが調査に参加した場
合に支払われる謝礼の二種類の謝礼を受け
取る事となる。 

また実際の WebRDS 上においては、各々
の調査対象者らが調査内容への回答が完了
すると、WebRDS システム上にその回答情報
が登録されるとともに、調査対象者らには謝
礼に関するメール（謝金の送付先住所の確認
などが記載）が自動的に送信されることとな
っている。また調査対象者がリクルートした
複数の調査対象候補者らの情報はシステム
に自動的に登録され、システムはこれらの調
査対象候補者らに調査への参加の可否と調
査内容を送信し、これら一連のプロセスが目
的の人数に達すると自動的にプロセスを終
了させる形とした。 

 

 

４．研究成果 

 初回の試行における成功確率は 0.5 であり、
それなりに高い成功確率が得られている。し
かしながら、当該の状況をシミュレーション
した場合、その結果から SEED が二人の場合
においては、成功確率が 0.7 以上でないと、
紹介の連鎖プロセスが一定以上継続しない
ことが想定されている。こうした形で成功確
率が低いものであった原因としては、この試
行における調査対象地域が相対的に狭い範
囲であったため、紹介できる調査対象候補者
らが、非常に限定されてしまった可能性が考
えられる。さらに SEED も Web 上の掲示板



などを通して選定されたため、当該調査の内
容に関して強い関心を持つものでなかった
可能性が高い。そのため、調査対象候補者と
して紹介する者に対する特定の関連性が薄
く、その結果、紹介された調査対象者の回答
率も低くなってしまったと考えられる。 

 二回目の試行においては、一回目の試行を
踏まえ，SEED は本試行の内容に関して一定
の理解を持ち、かつ本試行の調査者らと事前
の接触がある者を SEED として選定した。成
功確率は 0.3 とやや低めであるが、結果とし
て初回の試行に比べ多くデータの構築がな
された。SEED 数は初回とは異なるが、二回
目の試行において SEED が結果としてリク
ルートした SEED 一人あたりの調査対象候
補数は、3.4 と初回の試行の 2.0 と比べて大
きくその数を上回っている。したがって、い
わゆるRDSとしてのデータ構築に関しては、
この二回目の試行の方が結果として望まし
いことが分かる。さらに SEED により近い
Wave で調査対象候補者としてリクルートさ
れた者らの回答確率が高い一方で、SEED か
ら離れた WAVE における調査対象候補者ら
の回答確率が低くなっていることは、つまり、
SEED とのつながりの強さを示すと同時に、
本試行の内容の理解などにおける違いを表
すものであると考えられる。 

 三回目の試行は、インセンティブにおける
その高低がデータ構築プロセスにどのよう
に影響を与えるかを検証するために、先に実
施した二つの試行における三倍の謝礼を設
定し実施した。いわゆる通常の調査において
は、適切な謝礼、つまり一定の謝礼レベルを
超えた謝礼を設定しても、回答率はそれほど
向上しないと言われているが、本試行におい
ては、謝礼を一回目、二回目の三倍にするこ
とにより SEED に紹介された調査対象候補
者の全てが調査内容に回答するという結果
になった。さらに SEED から紹介された調査
対象者が回答を行い、さらにこの調査対象者
が次の調査対象者を紹介し、この者らが回答
するまでの、一連のプロセスに要した時間は、
先に実施した二つの試行と比べてかなり早
いものであり、確実性のみならず、スピード
の面においても異なる結果が見られた。 

これらの試行から、次の点が明らかとなっ
た。RDS の起点となる SEED に関しては、
その調査との関わりの強さもしくはその内
容への関心の深さと言ったものが、データ構
築プロセスに大きく影響を与えている可能
性が高いという点であること。また謝礼の多
寡が、そのデータ構築の結果に非常に大きな
影響を与えたのであるが、この結果は、通常
の調査における謝礼の影響とかなり異なる
ものであると言えること。さらにこれら考慮
すべき点があるにせよ、RDS によるネットワ
ークデータは、ソーシャル・キャピタルの構

造的側面として理論的に整合性を持つもの
であるという点である。 

 こうした RDS によるデータ構築手法およ
びそのデータは、幾つかの点で、ソーシャ
ル・キャピタルの構造的側面を把握すること
の有用性に留まらない、重要な論点を複数保
持するものであると考えられるが、中でも特
に、RDS により構築しうるデータは、通常の
社会調査では把握が難しいとされる、調査対
象者間の関係性に関するデータを、一定規模
で把握することができる点にあると言える。
これまでいわゆるソーシャル・キャピタルの
把握に際して用いられてきたエゴセントリ
ック・ネットワークの把握などにおいても、
他者との関係性に関するデータの収集も可
能ではあるが、その一方でこうしたデータの
主観的な把握レベルの信頼性やその倫理的
な側面に関して、幾つかの問題点が指摘され
てきている。 

その一方で、RDS においては、いわゆる特
定の調査対象者が直接、他の調査対象候補者
をリクルートするという仕組みになってい
るため、両者間における関係性や繋がりに関
する信頼性の高い情報が取得しうる点であ
る。こうした信頼度の高い関係性データは、
特定の集団内における、明確な関係性を表す
ものであり、個人の主観的な認知的関係性と
は異なるものであるという意味で、具体的な
地域や組織と言った物理的かつ現実的な生
活空間におけるソーシャル・キャピタルの構
造的側面のネットワークデータ構築に大き
な可能性を開くものであると考えられる。 
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